
 

 

  

教育計画・予算 

１ 学力向上プラン          P１     

２ 体力向上プラン          P２     

３ コミュニティ・スクール（ＣＳ）  P３       

４ 教育予算                  P４ 



令和８年度
目 標

課題への
アプローチ

課題

成果

当別町学力向上プラン

「全国学力・学習状況調査」全教科の平均正答率について
「全国平均を上回る」ことを目標とする。

●算数・数学等における学力に課題が見られる（正答率30％以下）児童生徒の
増加は、前年度の学習内容の取りこぼしが原因と考えられるため、ＡＩドリル
等の有効活用により、基礎・基本の確実な習得が求められる。

●わかる楽しい授業の推進・授業の中で確実に児童生徒の力を伸ばす授業の推
進に向け、学力に課題の見られる児童生徒への手立てだけではなく、学力に応
じて児童生徒へ適切な指導を行うための授業改革の推進が継続的に求められる。

●算数・数学の平均正答率が全国平均を下回っている
（小学校：-6.0％ 中学校：-3.3％）

●無解答率が高い傾向にある
（小学校：15領域中13領域で全国平均以上 中学校：12領域中５領域で全国平均以上）

●正答率30％以下の児童生徒の割合が高く、学力の底上げに課題がある
（小学校：国語・算数で全国平均以上、中学校：全教科で全国平均以上）

●規則正しい生活習慣の定着に課題がある
（小学校・中学校ともに「朝食を毎日食べている」「毎日同じくらいの時刻に寝ている」の設問で

全国平均以下【児童生徒質問紙調査】）

●家庭学習習慣の定着に課題がある
（小学校：３項目で全国平均以下 中学校：２項目で全国平均以下【児童生徒質問紙調査 授業時間外・

休日の勉強時間を問う設問（全３項目）】）

理科算数／数学国語

61.0％（全国平均以上）52.0％67.0％（全国平均以上）小学校

49045.0％54.0％中学校

●小学校国語・理科の平均正答率が全国平均を上回っている
（国語：+0.2％ 理科：+3.9％）

●中学校３年生が、令和４年度に小学校６年生で受験した時と比較して、
全国平均との差を縮めている
（国語：-8.6％（R4）→-0.3％（R7） 算数（数学）：-9.2％（R4）→-3.3％（R7））

●将来の夢や目標を持つ児童生徒が多い傾向にある
（小学校：+6.8％ 中学校：+1.0％【全国平均比】）

●授業が好きな児童生徒が多い傾向にある
（小学校：国語+2.6％、算数+3.0％、理科+5.4％【全国平均比】）

（中学校：国語+2.4％、数学+2.4％、理科+10.2％【全国平均比】）

●授業改善・ＩＣＴの活用が進んでいる
（小学校：６項目で全国平均以上 中学校：４項目で全国平均以上【児童生徒質問紙調査 授業改善の
推進状況・授業におけるICTの活用状況を問う設問（全６項目）】）

●当別町の学力の状況
（令和７年度「全国学力・学習状況調査」平均正答率 ※中学校理科は平均ＩＲＴスコア）
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当別町体力向上プラン

Ｒ８年度目標

「令和８年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において
小学校 体力合計点（Ｔ得点）５０以上
中学校 体力合計点（Ｔ得点）５０以上 もしくは

小学校５年次の調査結果を上回る

●効果的にＩＣＴを活用した授業改善の推進
●生活習慣改善に向けた家庭への啓発
●教職員向け研修機会の充実
●児童生徒向けスポーツ活動の継続実施
●部活動・総合型地域スポーツクラブへの支援
●地域と連携した体力向上の促進

●中学校女子で、運動が苦手な生徒、運動をしない生徒が多い
（体力合計点-4.2（全国平均比）、体力の総合評価がＤ・Ｅの生徒が全体の30.3％、

１週間の総運動時間が０分の生徒が全体の22％）

●土曜日・日曜日の運動時間が短い傾向にある
（全ての調査対象で全国平均を下回っている）

●スクリーンタイムが長い児童生徒が多い傾向にある
（スクリーンタイム３時間以上の児童生徒 小学校男子+12.6 小学校女子+8.3

中学校男子-3.3 中学校女子+0.9【全国平均比】）

●小学校男子・女子の体力合計点が全国平均を上回っている
（小学校男子+2.5 小学校女子+4.2）

●中学校男子で、令和４年度に小学校５年生で実施した時と比較して、
体力合計点（Ｔ得点）が上がっている

（47.1（R4）→50.0（R7））

●体育授業におけるＩＣＴの活用が進んでいる
（体育の授業でICTを使って学習することで「できたり、わかったり」することが「いつもある」児童生徒
小学校男子+20.5 小学校女子+13.4 中学校男子+8.2 中学校女子0.9 【全国平均比】）

●当別町の体力の状況（令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果）

成果

課題

課題への
アプローチ
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 学校運営協議会は、任命された保護者や地域の方々が一定の権限を持って学校運営に参

画する組織で「地域とともにある学校」づくりを推進します。 

 ３ コミュニティ・スクール（ＣＳ） 

 

 

 

 

 

 

  

 小中一貫教育の充実のためには、教育課程だけでなく、子どもたちの家庭や地域の中での学び、発達

段階に応じた心の成長等も一緒に考える必要があります。そこで、保護者や地域住民と子どもたちの義務

教育９年間について話し合う場の設置が必要です。 

 学校運営協議会では、小中一貫教育を地域全体で支えるため、学校支援に関する方向づけや調整等の協議

を行うことで、学校運営全般への参画を促します。 
 

 当別町では、平成２９年度に各中学校区（当別地区・西当別地区）に学校運営協議会を設置しました。

基本的な活動として、以下の３点を行いながら、学校支援活動や地域連携活動等、段階的に発展させ、

「地域とともにある学校」を作ります。 

         （１）「学校運営に関する基本方針」承認     【委員数】令和８年５月１日現在 

（２）学校運営についての意見           当 別 地 区 １０名          

（３）学校評価                  西当別地区 １３名 
 

義務教育９年間の学びの充実のために 

 ※学校運営の責任者は校長であり、学校運営協議会が校長の代わりに学校運営を決定・実施するものではありません。 

保護者・地域住民 

承認・意見 

依頼・説明 

教 
育 
委 
員 
会 学校運営に 

対する意見 

    

    

学校運営や必要な支援に 

関する協議 

学校運営協議会 

委員の任命 

学校運営・教育活動 

学校運営の基本方針 

学校  

情報提供・協議を踏まえた支援活動 
参画 情報提供 

学校運営協議会制度を導入した学校（コミュニティ・スクール）

学校評価部会 
 

・評価項目の検討 

・評価の実施 

・評価結果の分析       等 

学校支援活動部会 
 

・放課後学習 

・登下校の見守り 

・農業体験        等 

地域連携部会 
 

・地域人材の発掘 

・地域行事との連携 

・各種団体との連携        等 

コミュニティ・スクール委員会（学校運営協議会） 

事 務 局  
 

・会議の開催 ・全体調整・広報活動    等 

【コミュニティ・スクール組織図】 

地域とともにある学校＝学校運営協議会設置校（ＣＳ） 

基本的な 

活  動 
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 ４ 教育予算                      

 

  令和８年度 一般会計当初予算額 
   

区分 金額（千円） 構成比（％） 

議会費 81,013 0.6 

総務費 2,997,238 21.2 

民生費 2,752,732 19.4 

衛生費 580,432 4.1 

農林水産業費 652,182 4.6 

商工労働費 132,333 0.9 

土木費 2,741,299 19.4 

消防費 599,123 4.2 

教育費 658,900 4.7 

災害復旧費 5 0.0 

公債費 937,749 6.6 

職員費 2,017,599 14.3 

予備費 5,000 0.0 

歳出合計 14,155,605 100.0 

 

 

  令和８年度 教育費当初予算額 
   

区分 金額（千円） 構成比（％） 

教育総務費 288,344 43.8 

義務教育費 184,842 28.1 

社会教育費 45,394 6.9 

保健体育費 140,320 21.3 

総額 658,900 100.1 

 

 

 

  教育予算の推移 
 

年度 一般会計予算 増減率 教育費予算 増減率 構成比 

令和 ４年度 13,567,556 ▲10.0 1,512,424 ▲48.2 11.1 

令和 ５年度 13,404,221 ▲1.2 955,657 ▲36.8 7.1 

令和 ６年度 12,550,546 ▲6.4 734,987 ▲23.1 5.9 

令和 ７年度 13,913,589 10.9 776,664 5.7 5.6 

令和 ８年度 14,155,605 1.7 658,900 ▲15.2 4.7 
 

※各年度当初予算額  

 

教育総務費, 43.8%

義務教育費, 28.1%

社会教育費, 6.9%

保健体育費, 21.3%

議会費, 0.6%

総務費, 21.2%

民生費, 19.4%

衛生費, 4.1%

農林水産業費, 4.6%商工労働費, 0.9%

土木費, 19.4%

消防費, 4.2%

教育費, 4.7%

災害復

旧費, 

0.0%

公債費, 

6.6%

職員費, 

14.3%

予備費, 0.0%
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  主な事業 

 

【学校教育課所管】 

 
国・道からの「給食費負担軽減交付金」により、小学生の給食費が無償化となる。「子育て・教育

環境の一層の充実」を目指し中学生も含めた学校給食の無償化を行う。 

 

老朽化の進む学校教育施設及び社会教育施設について、専門的な知見から現状を把握する現地調査

を行うとともに、改修が必要な箇所・概算工事費を明らかにし、施設整備の検討に必要な計画を策定

する。 

 

町内の子どもたちが姉妹都市について学習する機会を創出することを目的として、宮城県大崎市岩

出山に、町立学校の生徒等による使節団を派遣する。 

 

食材等の物価高騰が続くなか、学校給食栄養摂取基準を充たし、安心・安全な学校給食を維持して

いくため、給食材料費の補填を行う。 

 

【社会教育課所管】 

 

子どもたちが将来にわたってスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる体制を整備するため、

学校部活動を一部種目において地域クラブ化し、部活動地域展開を推進する。 

 
安心安全に利用できる公共施設維持管理のため、老朽化した総合体育館キュービクルの改修を実施

する。 

学校給食無償化事業 (新規）（42,017 千円） 

教育施設改修計画策定事業 (新規)（6,993 千円） 

遣岩出山生徒使節団事業 (新規)（730 千円） 

学校給食物価高騰対策事業 (継続)（11,848 千円） 

学校部活動地域展開推進事業 (継続)（14,748 千円） 

当別町総合体育館キュービクル改修工事 (新規)（35,000 千円） 
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